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日本山村硝子株式会社（以下 日本山村硝子、本社：兵庫県尼崎市、代表取締役社長執行役員：
山村幸治）は、グループ会社の株式会社山村製壜所（以下 山村製壜所、本社：兵庫県西宮市、代
表取締役社長：浅野公平）と共同で、ガラスびんのサーキュラーエコノミー実現に向けた新製品と
して、お米の「もみ殻」を、ガラス原料に使用されるシリカ（珪砂）の代替として使用したガラス
びんを開発しました。 

日本酒やご飯の原料である米は、脱穀する段階でもみ殻が年間約 200 万トン発生し、その多くは廃棄
されています。もみ殻には、ガラスびんの原料にも用いられるシリカが約 20％含まれており、資源利用
の可能性がありました。当社グループは廃棄もみ殻に着目し、もみ殻をガラス原料として使用するため
に鋭意研究開発を行った結果[1]、ガラスびんの生産に成功しました。 
今後、本技術は、山村製壜所で生産している３色のガラスびん製品（ダークベネチアンブルー：瑠璃、

エメラルドグリーン：青緑、ブラックグリーン：深緑）において運用を開始します。 
 
ガラスびんのシリカ（珪砂）原料のうち５％をもみ殻原料に代替したガラスびん製品は、清酒製造時

に発生する廃棄もみ殻の約 50％を有効利用できます。本技術によるガラスびん入りの日本酒は、「消費
者が日本酒を飲むことで、製造時の廃棄物削減に貢献できる」という、消費者と生産者が共同でサーキ
ュラーエコノミーを実現する世界初（当社調べ）の試みになる画期的な製品です。 
 
なお、もみ殻を使用したガラスは 1500℃程度の高温でガラスびんへと成型されるため、お米由来のア

レルゲンがガラスに残存することはありません。また、従来同様のガラスびん製造手法を用いるため、
従来製品の品質と変わりません。 

 廃棄もみ殻をガラス原料に使用したガラスびんを開発 

～ガラスびんでサーキュラーエコノミーの実現～ 

もみ殻を原料に用いた新開発のガラスびん 

（エメラルドグリーン） 

もみ殻を原料に使用した 

ガラスびんであることを示すロゴ ™ 



今回の取り組みにより以下の効果が期待されます。 

①サーキュラーエコノミー実現への貢献 
ガラスびんは、カレット（ガラスびんを砕いてつくられた再生原料）利用率が 75％以上、びんからびん
へのリサイクル（びん to びん）率が 80％以上と、国内クローズドサイクル型の高度な水平リサイクル
システムが成立しております。本技術は生原料にも廃棄物とされていた再生原料を使うことにより、リ
ニアエコノミーから脱却し、サーキュラーエコノミー実現への貢献が期待されます。 
 
②地産地消の推進、地域循環共生圏の創造への貢献 
当社関西本社と山村製壜所のある兵庫県には清酒と原料のお米の名産地があります。原料製造所および
カレット事業者も兵庫県内にあるため、環境省や農林水産省が全国的展開を推進する「地産地消」や「地
域循環共生圏」の創造などの政策への貢献が期待されます。 

 

③SDＧsへの貢献 
生産者側として責任を果たすのみならず、消費者の皆様が使用していただくことで社会貢献につながり
ます。目標 12「つくる責任つかう責任」への貢献が期待されます。 

 

山村グループは、「100 年先も必要とされる会社」というグループ経営ビジョンを掲げ、ずっと未来も、
山村グループに関わる全ての人や社会の役に立ち、必要とされ続けるグループでありたいと考えており
ます。「環境」はグループ一体となって取り組む重要テーマととらえており、今後も社会の環境課題の解
決に貢献する製品の開発に取り組んでいきます。 

もみ殻を原料に使用したガラスびんのサーキュラーエコノミー 
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[ご参考] 
もみ殻をガラス原料に使用したガラスびん紹介リーフレット「循環する社会の形成」 
日本山村硝子は、社会の課題の解決に貢献する様々な環境技術を提案します。 
ダウンロード URL： 
https://www.yamamura.co.jp/cms/wp-content/uploads/2023/11/20231121_CMS0305.pdf 
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
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 日本山村硝子株式会社 環境室  
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◎製品に関して 
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